
未来型図書館つながるミーティング

2022年12月10日（土）

1

～本づくりワークショップから図書館を構想しよう～

【第4回】



1．挨拶

2．オリエンテーション：arg

・方向性・目的の共有

・第1～3回の振り返り

・公立小松大学学生参加の紹介

・ビジョン・コンセプト案について

・妄想ストーリーづくりの方法・ポイント

3．対話「『未来型図書館周辺の妄想ストーリー』を描こう」

・妄想ストーリーラフづくり ［個人］

・ペアレビュー ［ペア］

・妄想ストーリーのブラッシュアップ ［個人］

（休憩：10分）

・共有 ［グループ］

4．全体共有・まとめ

未来型図書館つながるミーティング
～本づくりワークショップから図書館を構想しよう～［第4回］

13:30-13:35 （5分）

13:35-14:00（25分）

14:00-14:15（15分）

14:15-15:00（45分）

15:00-15:10（10分）

15:20-15:45（25分）

15:45-16:00（15分）
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オリエンテーション
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図書館
の

可能性

知る

学ぶ

遊ぶ つながる

表現する

解決する

つくる

安らぐ

見つける
体験する
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「未来型図書館」ができることで

小松市というまちは、

わたしたちの暮らしは、

どう変わっていくのだろうか？
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未来型図書館のあり方に
関する調査研究報告書

基本構想

基本計画

設計・工事
管理運営検討

開館

「未来型図書館」ができるまでの道のり

＜わたしたち＞にとって

「未来型図書館」とは何か



「未来型図書館」ができることで、小松市というまちは、

わたしたちの暮らしは、どう変わっていくのだろうか？

それを考えるために

小松市という

まちのことを

知る

＜わたしたち＞

自身のことを

知る

＜わたしたち＞にとって「未来型図書館」とは何か



ワークショップのステップ

気づき、発見したことを

＜わたしたち＞の
ことばにする

「未来型図書館」を
考えるのためのステップ③

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第1.5回

自分が
どのようであったらいいか

テーブルに載せる

座談会

「未来型図書館」を
考えるのためのステップ①

各テーマの関係性を

分析・考察する

動画配信

既存施設等
実際に見て、発見して

気づく・発見する

まち歩き

「未来型図書館」を
考えるのためのステップ②

まちの中での施設の

体験を描く

ストーリーづくり

「未来型図書館」を
考えるのためのステップ④

ともにつくり続けて
いくための

体制づくり

活用作戦会議

※資源：
小松市に存在する「ヒト」・
「コト」・「モノ」・「場所」

資源（※）マップづくり



今回から

公立小松大学の学生のみなさんに

参加いただいています

地域ブランディング論
地域実習

学生ワークショップ



１ 2 3

7月 9月

「未来型図書館」を

ともに描いていくための“視点”を見つける

第1回

思いをテーブルにのせ

テーマを設定しよう！

自分が
どのようであったらいいか

テーブルに載せる

座談会
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第1回対話の様子



１ 2 3

7月 9月

既存施設等
実際に見て、発見して

気づく・発見する

まち歩き

小松市に存在する（もしくは足りない）

地域資源（ヒト・モノ・コト）を見つける

第2回

まちを歩いて発見しよう！
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第2回対話の様子



気づき、発見したことを

＜わたしたち＞の
ことばにする

資源（※）マップづくり

※資源：小松市に存在する「ヒト」・
「コト」・「モノ」・「場所」

１ 2 3

7月 9月

まちの資源※と「未来型図書館」をつなげて、

まちでどんなことができるようにしたいか

第3回

「こまつ地域資源マップ」をつくり可視化しよう！

※地域資源：小松市に存在する「ヒト」・「コト」・「モノ」・「場所」



第3回対話の様子



第3回終了時に出来上がった8つのマップ

テーマ
「過ごし方、場、空間のあり方」

テーマ
「こまつを知る、こまつを発信する

（ヒト、モノ、コト）」

テーマ
「本×デジタル、情報の検索・探索」

テーマ
「社会参加、課題発見・課題解決」

テーマ
「情報をつくる、情報からつくる」

テーマ
「出会い、交流、つながり」

テーマ
「ダイバーシティ、インクルーシブ

（多様性、社会包摂）」

テーマ
「新しいスタート・チャレンジ」

未来型図書館を
通して

「共」が実現するまち
こまつマップ

未来型図書館を
通して

にぎわいが実現するまち
こまつマップ

未来型図書館を
通して

『参加型ネットワーク』が
実現するまち
こまつマップ

未来型図書館を
通して

出会い、交流、つながり
が実現するまち
こまつマップ

未来型図書館を
通して

『あ！そこ行ってみよう』が
実現するまち
こまつマップ

未来型図書館を
通して

人と地域のウェルビーングが
実現するまち
こまつマップ

未来型図書館を
通して

誰ものワクワクを実現するまち
こまつマップ

未来型図書館を
通して

散策できるまちが
実現するまち
こまつマップ



4つのポイント

未来型図書館ができることで
小松市というまちがどのようになっていくと良いか、
みなさんが根底で共通して願い、期待していること

魅力や良さを活かし、

まちを元気な状態にしていく

自らの手で

社会のあり方や関係性を

よりよくつくっていく

人や情報がつながることで

未来にわたって

生き生きとした循環を生み出す

すべての人にひらかれ、

その営みを支えていく



まちや人々の暮らし

施設を通して起こる体験

施設
（未来型図書館）

コンセプト

ビジョン

ビジョン：

未来型図書館ができることで、
まちや暮らしで実現させたい

あり方

コンセプト：

ビジョンを実現する具体的構想。
「何を提供するか」

機能

機能
機能

ビジョン・コンセプトとは



将来あるべき姿を描いたもの。大切にする価値観。
→未来型図書館ができることで、まちや暮らしで実現させたいあり方

こまつを編む。こまつを巡らす。

まちの中にある多様な資源を結び付け、価値を生み出

しながら、小松の人々が自らの手で、小松というまち

を編み上げていく。

―まちの「情報」・まちの「つながり」・まちの「とき」―

多様な形態、種類、内容の
情報を、その垣根を超えて
つなぎ、新たな価値を生み
出していく。

とき

情報

つながり

情報 つながり とき
まちの歴史のなかにある資源
（ヒト・モノ・コト）を掘り
起こし、未来へつないでいく。

多様な人、地域、文化など
個々の特徴を活かしながら
関係性のつながりをつくり、
動かしていく。

人・文化や歴史・情報・活動・経済等、様々な要素が、地域

において将来にわたって循環し、連鎖し続け、生き生きとし

たよりよいまちのかたちや暮らしを持続的につくっていく。

編む 巡らす

ビジョン



コンセプト

ビジョンを実現する具体的構想。「何を提供するか」→施設が担っていくこと

人々が、得意なことや悩み等、様々なものを

持ち寄り共有する場です。誰でも分け隔てな

くそこに居ることができ、人が集まり出会う

こと、そしてその人たちがやりたいことを支

えていく場としての役割を持ちます。

持ちより共有し、出会う場所
（こまつコモンズ）

多様な人が関わり合いながらつくり、人やまち

を育んでいく場所。ともに学び、ともにまちの

未来を描いていく場としての役割を持ちます。

ともにつくり、育む場所
（こまつキャンパス）

情報が垣根を超えてつながり、集約された拠点となります。地域資

源（ヒト・モノ・コト・場所）のむすびつけ、編集して活かしてい

くまちの核としての役割を持ちます。

人の営みや情報の核となる拠点
（こまつベース）

共に創る



未来型図書館に考えられる役割（機能）

持ちより共有し、出会う場所
（こまつコモンズ）

ともにつくり、育む場所
（こまつキャンパス）

人の営みや情報の核となる拠点
（こまつベース）

※掲載しているイラストは仮のイメージです。
内容を固めたうえで今後本事業のオリジナル
なイメージに描き改めていきます。

知・文化の共有

体験の共有・交流

くつろぎ・
居場所

知の集積
「個」の
活動機能

地域の歴史文化の
集積・編集

施設・地域連携

発信・表現

創
造

子育て
支援

活動支援

共に創る



ストーリーづくり

※資源：小松市に存在する「ヒト」・
「コト」・「モノ」・「場所」

１ 2 3

7月 9月

「未来型図書館」を通して、まちのなかで

どんな体験ストーリーが生まれるか

第4回

「未来型図書館周辺の妄想ストーリー」

を描こう

4

12月

まちの中での施設の

体験を描く



ビジョン・コンセプト案

をもとに、未来型図書館で

どんな体験ができるか

妄想してみましょう

みなさんの考えたストーリーが、

基本構想のコンセプトに基づく機能検討のステップに

つながっていきます



3．対話「『未来型図書館周辺の妄想ストーリー』を描こう」 （70分）

①妄想ストーリーラフづくり （個人）

これまでのつながるミーティングで膨らませ

てきた未来型図書館のイメージや、オリエン

テーションで説明されたビジョン案・コンセ

プト案から、未来型図書館が小松市というま

ちにできることで、施設を通してまちのなか

でどんな体験が生まれそうか、妄想ストー

リーを考えてみる。

※可能であればイラストなども添えられると

なおよいです！



妄想ストーリー

サンプル



②ペアレビュー （ペア）

ストーリーボード・ペアレビューシートを

交換し、聞きあい記録する

◆ 近くに座っている人とペア（できるだけ

もともとの知り合いではない人、年齢な

どの属性が違う人がいいです）となり、

お互いの考えた妄想ストーリーを紹介し

ましょう。

◆ 「ペアレビューシート」を使って、お互

いのストーリー、その背景にある経験に

ついてインタビューをしながら掘り下げ

てみましょう。

お互いの実体験と重ねながら

掘り下げてみましょう！



③妄想ストーリーのブラッシュアップ （個人）

ペアでレビューした気づきをもとに、改めて妄想ストーリーをブラッシュアップして

みましょう。自分やペアの実際の体験や経験談から、より具体的なイメージに落とし

込みます。

④共有（グループ）

どんな妄想ストーリーが出来上がったか、グループに分かれて、ペア以外の参加者の

みなさんとも共有してみましょう。



「ともにつくってきた本の活用について」

作戦会議をしよう

⚫ 開催日：2月5日（日）13:30～

⚫ 会場：第一地区コミュニティセンター

第5回
予告

ともにつくり続けていくための

体制づくり


